







































































































母親 A :  NICUで 1ヶ月半，練習しなさいと言われ，自宅に帰るまで吸引や子育てについて教えても
らった。子どもを生かすためにどうすればいいのか，教えてもらった。 
母親 B : 医師や看護師が傍にいることの安心感があった。 













母親 A :  通園施設の先生から学んだことが多い。親がかこっていたことを切り開いてもらった。子
どもに様々なことを経験させてもらった。 
母親 B :  出会いって大きいと思います。（専門職と）つながれるかどうか，つながることによって明
るく育てていけるか，ずっと抱え込んだままになるかの違いになるのだと思う。 








母親 B :  ドクターから先輩のお母さんを紹介される。同じようなお子さんがいて安心した。同じ悩
みもあるというお母さんとお話をした。 
母親 C : 話を聞いてもらえるだけでも安心できる。 










母親 B : 同じ悩みもあるという人もいて，お母さん達から聞いて情報は得られた。 
母親 A :  母子入院でお母さん同士がつながったことが大きい。つきあいが広がって，先輩お母さん
を紹介されて話を聞き救われた。先輩お母さんから話を聞き，「なるほど」と思ったことが
たくさんある。 
母親 C : 母親同士で話し合い，解決してきたことが多い。 
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